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Ｔ型ケーブル水平方向の線は信号線
（コントローラ／デコーダ等に接続）

　茶色の線 ・・・ Data（DAT)
　青色の線 ・・・ Ground（－V）

Ｔ型ケーブル垂直方向の線は電源線
（DC24V 電源に接続）

　茶色の線 ・・・ ＋V
　青色の線 ・・・ －V（Ground）

①基本的な接続方法

②５ｍ（1巻）を超えて連結する場合

電源・信号入力Ｔ型ケーブル SPI ネオンフレックス本体

中継電源Ｔ型ケーブル SPI ネオンフレックス本体（エンド側）SPI ネオンフレックス本体（リード側）
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中継電源Ｔ型ケーブルを使用して
5mごとにDC24V 電源を供給してください。

※DMX512で制御する場合
　チャンネル数の制限により
　中継電源を供給した場合でも
　制御可能な長さは
　最大で17mまでになります。
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Ｔ型ケーブル垂直方向の線は電源線
（DC24V 電源に接続）

　茶色の線 ・・・ ＋V
　青色の線 ・・・ －V（Ground）
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